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ブドウ赤枯病に関する研究

　　　　　　I　緒　　言

　ブドウ赤枯病は，1973年，栃木県ではじめて

発生が確認された病害である4）が，その後，山

梨県，香川県，岡山県及び関東地方の一部でも

発生しているようである．本病の発生地域は特

定の地域だけではないので，本病原菌はかなり

広い植物に寄生性を示すことが考えられる．

　本病菌は現在，Dendrophoma　sp．としてい

るが，本病原菌の寄生性を知ることは，この菌

の分類上の所属を明らかにするうえ，また，寄

主植物の範囲を知り，防除対策の資料とするた

めには重要である．そこで，寄主植物について

検討したので，その概要を報告する．

第2報　ブドウ赤枯病菌の他植物への寄生性について

斉藤司朗・手塚徳彌

　　　　　II　実験材料及び方法

　1．　各種果樹類の切り枝での病原性

　ナシ，リンゴ，マルメロ，アンズ，ウメ，オ

ウトウ，カキ，クリの新しょうを約30cmに切り

取1），試験管に水さしとし，あらかじめ培養し

ておいたブドウ赤枯病菌の柄胞子けん濁液（顕

微鏡10×10倍で1視野あたり約150個）を噴霧

接種した．接種後は湿室に保ち発病状況を調査

した.

　2．　果樹類の幼木に対する病原性

　果樹の幼木を1／2000aのポットに植えつけ，

生育中の樹木及び葉に対し病菌を接種した．接

種方法は前記の方法と同じである．接種後は室

内接種箱内に静置し，23℃に保ったのち，果樹

類の幼木上での病原性を調べた。供試果樹は，

ナシ，リンゴ，モモ，スモモ，ウメ，クリ，そ

の他植物では，ヤマブドウ，エビズルである．

　3．　果樹類の幼果に対する病原性

　果樹の幼果を5個ずつ供試し有傷及び無傷で

病菌接種を行った．病菌接種はあらかじめ培養

しておいた菌株を寒天ごと乳鉢でくだき，菌糸

及び胞子のけん濁液の濃厚液を1滴ずつ付着さ

せた．その後はビニル袋に入れ，湿室状態とし

て25℃に保ち8日後に発病の有無を調査した．

供試果樹はブドウのデラウエアと巨峰，リンゴ

のむつ，ナシの長十郎，幸水，モモの大久保，

ウメの藤五郎と玉英，アンズなどである．

　・4。　果樹類の成熟果に対する病原性

　果樹類の成熟果を5個ずつ供試し，有傷及び

無傷で病菌接種を行った．病菌接種法は上記の

幼果に接種したのと同じ方法である．接種後は

25℃に保ち発病の有無を調査した．

　　　　　　Ⅲ　実験結果

　果樹類の切り枝に病原菌を接種した場合の結

果を第1表に示したが，病原性が認められたの

はナシ，オウトウ，アンズなどであった．

　ナシでは黒褐色の円形病はん又は葉縁からの

半円形の病はんを形成し，葉脈に沿って拡大し

た．病はんはやや灰色を帯びた．また，この病

はんから病原菌が再分離された・オウトウでは

褐色不整形の病はんを形成し，病はんの上に多

数の柄子殻を同心円状に形成した．アンズでは

黒褐色水浸状病はんを示し，輪紋を形成して内

部はやや灰色を帯び外部は水浸状を示しながら

拡大した．リンゴでは2～3mmの褐色はん点を

示した．カキでは黒色水浸状に変色したが，無

接種でもこの症状があらわれたので病はんでは
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ないと思われた．クリも大型の褐色変色を示し

たが本病原菌によるものではなかった．ウメで

は葉縁又は葉柄部から黒褐色はん点を示し拡大

した．マルメロでは2～3mmの褐色はん点を示

した．

　第1表　各種果樹類の切り枝での病原性
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接種で病原性が認められたウメ，アンズの幼

果では灰白色病はんとな1），その後に多数の柄

子殻を形成した．ブドウでは褐色水浸状病はん

となり，腐敗後果こうなどに柄子殼を形成した．

モモではごく若い幼果に有傷接種で病原性が認

められたが，無傷接種では病はん形成はしなか

った．

　第3表　各果樹の幼果に対する病原性

　　　　　　　　　　接種方法
樹種名　　品種
　　　　　　　　　有傷　　無傷
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と同じ症状が認められた．ウメでは切1）枝よ『）

も大型の病はんを形成し乾燥後は褐色となり落

葉した．リンゴでは新芽又は展葉後まもない新

葉に2～5mm程度の褐色はん点を生じた．ナシ

では3～5mm程度の黒褐色はん点を形成した．

ブドウ

ナ　シ

ゴ
モ
メ

ン

リ
モ
ウ

アンズ

デラウェア

巨　　峰

幸　　水

長十郎
む　　つ

大久保

藤五郎
玉　　英

在　　来

十

十

十

十

十

十

十

十

土
十
十
十

第4表　各果樹の成熟果に対する病原性

第2表　果樹の幼木に対する病原性

　　　　　　　　　　接種方法
樹種名　　品種
　　　　　　　　有　傷　　無傷
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ブドウ　デラウェアー　　＋

　　　巨　　峰　　＋

ナ　シ　長十郎　　＋

　　　晩三吉　　＋
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幼果では，ブドウ，ウメ，アンズなどに無傷

　成熟果での病原性調査結果は第4表に示すと

お『）であるが，有傷接種では，ブドウ，ナシ，

リンゴ，レモンなどほとんどの成熟果に病はん

を形成したが，無傷接種では供試した果樹すべ
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て病原性は認められなかった．ただ，ウメ，

アンズ，スモモでは腐敗しはじめた後に本病菌

が侵入し柄子殻を形成した．

　以上の結果から，寄生性があると思われる果

樹はブドウの他に，ウメ，アンズ，リンゴ，ナ

シなどであった．

　　　　　　W　考　　察

　本病はブドウでの自然発病を認めたが，本病

原の所属は，まだ十分検討されていない．この

病菌の寄生性調査から，ウメ，アンズ，リンコ、

ナシなどに寄生性の病菌であるものと考えられ

る．したがって，これらの寄主体でのすでに報

告されている2・3・5）病原菌である可能性が考えら

れる。本病菌と類似の病菌には，Pんo勉op部8

属菌，Pん0勉α属菌，P勿JJo8漉εα属菌などが

ある．前報ではブドウのPん0勉op8‘ε学漉CO一

め菌については，前載の病徴及び病原菌の形態

などから本病菌とは異なると思われると述べた

4㌧この他にブドウでは，P⑳JJos彦鵡α痂一

JcoJα菌が報告されてはいるが1）柄胞子の大き

さが本病菌より著しく小さいので，異種であ

ると考えられる．そこで，他の寄主体での病害

と比較検討するとリンゴでは褐紋病菌，灰色斑

点病菌などがある往）リンゴの褐紋病菌は，Ph一

μ」OS漉孟α80漉α7め菌であり，その分生胞子

の大きさは8～10×5～6μmとされている礼）

この点は本菌とほぼ同じ大きさと考えられるが

胞子の形態についての詳細な記載がない．リン

ゴの灰色斑点病は，R餌7∫ηαSハCC．であり

また，この菌はナシの病害としても記載されて

いる2）この菌の柄子殻の大きさは100～150μm

であるが，分生胞子の大きさがリンゴの葉上の

病斑では4．4～6．6×2．2×3．0μm，ナシの葉上

の病斑では6～8×2．5～3μmである宅）これら

はブドウの赤枯病菌に比べ，柄子殼ははぱ同じ

大きさであるが，分生胞子はやや小さいと考え

られる．P．画伽αによる病害はリンゴの葉で

は，不正形の病斑で3～15mmの灰褐色～暗褐色

でその表面に小粒点が散在するとあり，柄子器

の口孔部は乳頭状である．また，ナシでは暗褐

色又は茶褐色の不規則形で大きな病斑を生ずる

とあり，また，分生胞子の両端が円く内容が平

滑で無色である．以上のことから，ブドウ赤枯

病菌と一致する点も多いように思われる．この

他にナシでは円星病が報告されておりぞ）円星病

菌は子のう殻時代がM“cosp加εγe’‘αsp．であ

るが，分生胞子時代はPh4Jo8君‘c孟α型であると

報告されている，2）この菌の分生胞子の形態が紡

すい形で両端が円く，油胞が1～2個あるなど

の点で非常に類似している．また，この病菌は

ナシの金龍という品種に最も多く発生すると記

載されている2）ことから，本実験でブドウ赤枯

病菌を接種したところ，長十郎の切り枝の葉上

には大型の病はんを形成したが，幸水の幼木で

は小さい褐点又は褐色の病はんが形成されたに

とどまった．これらの病徴の違いは品種による

低抗性の差異とも考えられ，本病菌とは近縁の

菌の可能性があると思われる．この他，ナシに

は数種のPんψ08漉言α属菌による病害が報告

されているが，分生胞子の大きいR　p7槻∫co－

」α（OPLZ）SACC．がある3）この病菌はウメ

の大形円星病菌の一病菌としての記載がある。2）

ナシでの病徴は葉面に灰褐色多角形の大きさ2

mm位の病はんを生じ，のち病はんは互に癒合し

て不規則形の大型病はんとなる．柄子器の大き

さは80～100μmである3》

　ウメでの病徴は，葉面に初め暗褐色の小病は

んを生じ，これが後に拡大して3～6mmとなり，

中央が灰褐色で周囲は暗色を示し，その外囲は

赤褐色である3）そして，その病はん状に形成さ

れる分生胞子は楕円形～円形で両端が円く球状

があると記載されている2・5〉．しかし，胞子の大

きさがウメの葉上では2．5～3×2×2．5μmであ

ることから，ブドウの赤枯病菌のそれよr）小さ

い．したがって，現在のところ完全に一致する、
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病菌はないが，本菌と類似する点が多いので，

さらに詳細に検討を加え病原菌の同定を行わな

ければならないと考える．

　　　　　　V　摘　　要

　ブドウ赤枯病菌の寄主植物を検討した．果樹

類の幼木，切り枝，幼果，成熟果などに病菌を

接種した結果，ナシ，リンゴ，アンズ，ウメな

どに寄生性があると思われた．病原菌について

は同定中である．
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　The　present　paper　reported．that　the　infectivity　of　1）θηd70pんomα　sp．
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leaves　and　fruits　of　grape，　Japanese　pear，　apple　　and　apricot　were

by　the　inoculation　with　wound．　Although　their　matured　fruits　were　not

ed　by　the　woundless　inoculation，　the　prematured　ones　of　grape　　and

were　invaded　by　this　fungus．　　Pycnidia　were　produced　on　the

fruits　inoculated．　　　These　results　suggest　that　light　drown　leaf　rot

is　mainly　caused　by　this　fungus．
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